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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第８期
第３四半期
連結累計期間

第９期
第３四半期
連結累計期間

第８期

連結会計期間
自 2017年４月１日
至 2017年12月31日

自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2017年４月１日
至 2018年３月31日

経常収益 （百万円） 2,856,457 2,724,530 3,770,052

正味収入保険料 （百万円） 2,179,697 2,065,819 2,854,755

経常利益 （百万円） 107,463 163,396 141,890

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 137,239 118,433 139,817

四半期包括利益
又は包括利益

（百万円） 315,553 △106,013 177,754

純資産額 （百万円） 2,053,778 1,729,273 1,916,210

総資産額 （百万円） 12,546,915 11,969,919 11,948,323

１株当たり四半期
（当期）純利益

（円） 352.85 316.46 361.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） 352.55 316.22 361.09

自己資本比率 （％） 16.14 14.24 15.80
 

　　　

回次
第８期
第３四半期
連結会計期間

第９期
第３四半期
連結会計期間

連結会計期間
自 2017年10月１日
至 2017年12月31日

自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 355.22 258.57
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 「株式給付信託（ＢＢＴ）」に残存する自社の株式は、１株当たり四半期（当期）純利益および潜在株式調

整後１株当たり四半期（当期）純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて

おります。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている「事業の内容」について重要な変更はあ

りません。

また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。

 

(1) 国内損害保険事業

　該当事項はありません。

　
(2) 国内生命保険事業

　該当事項はありません。

　
(3) 介護・ヘルスケア事業

①　当社の連結子会社であるＳＯＭＰＯケアメッセージ株式会社は、2018年４月１日付で商号をＳＯＭＰＯケア株

式会社に変更しました。

②　当社の連結子会社であるＳＯＭＰＯケアネクスト株式会社、株式会社ジャパンケアサービスおよび株式会社プ

ランニングケアは、2018年７月１日付で当社の連結子会社であるＳＯＭＰＯケア株式会社を存続会社とする合併

により消滅しました。これに伴い、ＳＯＭＰＯケアネクスト株式会社他２社は当社の連結子会社ではなくなりま

した。

③　当社の連結子会社であるＳＯＭＰＯリスケアマネジメント株式会社は、2018年10月１日付でヘルスケア事業を

分割し、ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社を新設し、同社は当第３四半期連結会計期間から当社の連結子会社

となりました。
 

(4) 海外保険事業

①　当社の連結子会社であるSompo International Holdings Ltd.は、2018年６月１日付で米国の保証保険事業会社

であるLexon Holding Company他９社の発行済株式を取得し、第１四半期連結会計期間から同社を当社の連結子会

社としました。

②　当社の連結子会社であるLexon Holding Companyは、2018年12月31日付で当社の連結子会社であるEndurance

U.S. Holdings Corp.を存続会社、Lexon Holding Company他４社を消滅会社とする吸収合併により消滅しまし

た。これに伴い同社は当社の連結子会社ではなくなりました。
　

(5) その他（保険持株会社等）

当社の連結子会社であるＳＯＭＰＯリスケアマネジメント株式会社は、2018年10月１日付でヘルスケア事業を分

割し、商号をＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社としました。また、同社は「介護・ヘルスケア事業」に区分

されておりましたが、リスクマネジメント事業を営むため、当第３四半期連結会計期間から「その他」に区分して

おります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した「事業等のリスク」はありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態および経営成績の状況

 

① 財政状態および経営成績の状況

■ 当社グループの経営成績の状況は、次のとおりであります。

経常収益は、保険引受収益が２兆4,359億円、資産運用収益が1,803億円、その他経常収益が1,082億円となっ

た結果、前年同四半期連結累計期間に比べて1,319億円減少して２兆7,245億円となりました。一方、経常費用

は、保険引受費用が２兆377億円、資産運用費用が209億円、営業費及び一般管理費が4,062億円、その他経常費

用が961億円となった結果、前年同四半期連結累計期間に比べて1,878億円減少して２兆5,611億円となりまし

た。

以上の結果、経常収益から経常費用を差し引いた経常損益は、前年同四半期連結累計期間に比べて559億円増

加して1,633億円の経常利益となりました。

経常利益に特別利益、特別損失、法人税等などを加減した親会社株主に帰属する四半期純損益は、前年同四

半期連結累計期間に比べて188億円減少して1,184億円の純利益となりました。

 

■ 当社グループの財政状態の状況は、次のとおりであります。

資産の部合計は、前連結会計年度に比べて215億円増加し、11兆9,699億円となりました。負債の部合計は、

前連結会計年度に比べて2,085億円増加し、10兆2,406億円となりました。純資産の部合計は、前連結会計年度

に比べて1,869億円減少し、１兆7,292億円となりました。

 

■ 当社グループの報告セグメントごとの経営成績の状況は、次のとおりであります。

［国内損害保険事業］

正味収入保険料は、前年同四半期連結累計期間に比べて214億円減少し、１兆6,544億円となりました。親会

社株主に帰属する四半期純損益は、前年同四半期連結累計期間に比べて66億円減少し、1,081億円の純利益とな

りました。
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ア．元受正味保険料（含む収入積立保険料）

区分

前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

火災 298,529 15.78 5.66 319,244 16.73 6.94

海上 35,493 1.88 5.47 35,052 1.84 △1.24

傷害 213,570 11.29 △3.98 201,815 10.58 △5.50

自動車 844,981 44.67 0.69 839,881 44.03 △0.60

自動車損害賠償責任 223,585 11.82 △4.23 219,314 11.50 △1.91

その他 275,511 14.56 4.64 292,386 15.33 6.13

合計 1,891,670 100.00 0.91 1,907,694 100.00 0.85

（うち収入積立保険料） (91,859) (4.86) (△10.14) (84,635) (4.44) (△7.86)
 

(注) １ 諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２  「元受正味保険料（含む収入積立保険料）」とは、元受保険料から元受解約返戻金および元受その他返戻金

を控除したものであります。（積立型保険の積立保険料を含みます。）

 

イ．正味収入保険料

区分

前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

火災 208,988 12.47 1.96 199,577 12.06 △4.50

海上 35,919 2.14 9.83 34,411 2.08 △4.20

傷害 140,834 8.40 △0.43 133,586 8.07 △5.15

自動車 842,782 50.29 0.55 836,713 50.57 △0.72

自動車損害賠償責任 223,827 13.36 1.84 207,430 12.54 △7.33

その他 223,603 13.34 2.59 242,745 14.67 8.56

合計 1,675,954 100.00 1.27 1,654,465 100.00 △1.28
 

(注) 諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

 

ウ．正味支払保険金

区分

前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

火災 159,445 16.34 7.79 224,979 21.06 41.10

海上 17,996 1.84 △8.40 20,778 1.94 15.46

傷害 72,246 7.40 0.52 68,932 6.45 △4.59

自動車 453,263 46.45 4.63 464,780 43.51 2.54

自動車損害賠償責任 164,350 16.84 △4.27 158,995 14.88 △3.26

その他 108,484 11.12 5.92 129,868 12.16 19.71

合計 975,786 100.00 3.07 1,068,335 100.00 9.48
 

(注) 諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。
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［国内生命保険事業］

生命保険料は、前年同四半期連結累計期間に比べて16億円増加し、2,513億円となりました。親会社株主に帰

属する四半期純損益は、前年同四半期連結累計期間に比べて55億円増加し、129億円の純利益となりました。

 
ア．保有契約高

区分

前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2018年12月31日）

金額
（百万円）

金額
（百万円）

対前年度末
増減（△）率（％）

個人保険 21,877,872 22,882,991 4.59

個人年金保険 247,948 239,834 △3.27

団体保険 2,784,686 2,840,842 2.02

団体年金保険 － － －
 

(注) １ 諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２  個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の

責任準備金を合計したものであります。

 

イ．新契約高

区分

前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

新契約＋転換
による純増加
（百万円）

新契約
（百万円）

転換による
純増加
（百万円）

新契約＋転換
による純増加
（百万円）

新契約
（百万円）

転換による
純増加
（百万円）

個人保険 1,160,852 1,160,852 － 3,411,219 3,411,219 －

個人年金保険 － － － － － －

団体保険 15,362 15,362 － 15,896 15,896 －

団体年金保険 － － － － － －
 

(注) 諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

 

 ［介護・ヘルスケア事業］

経常収益は、前年同四半期連結累計期間に比べて５億円減少し、947億円となりました。親会社株主に帰属す

る四半期純損益は、前年同四半期連結累計期間に比べて19億円増加し、１億円の純損失となりました。

 

 ［海外保険事業］

正味収入保険料は、前年同四半期連結累計期間に比べて923億円減少し、4,113億円となりました。親会社株

主に帰属する四半期純損益は、前年同四半期連結累計期間に比べて186億円減少し、24億円の純損失となりまし

た。

 

 

前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

金額
（百万円）

対前年増減
(△)率(％)

金額
（百万円）

対前年増減
(△)率(％)

正味収入保険料 503,742 117.75 411,353 △18.34
 

(注) 諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。
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（参考）全事業の状況

 

ア．元受正味保険料（含む収入積立保険料）

区分

前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

火災 398,440 16.62 16.41 397,159 16.91 △0.32

海上 79,337 3.31 22.76 66,826 2.85 △15.77

傷害 222,414 9.28 △3.07 208,346 8.87 △6.32

自動車 938,877 39.17 1.07 899,791 38.31 △4.16

自動車損害賠償責任 223,585 9.33 △4.23 219,314 9.34 △1.91

その他 534,126 22.29 63.55 557,436 23.73 4.36

合計 2,396,780 100.00 12.77 2,348,874 100.00 △2.00

（うち収入積立保険料） (91,859) (3.83) (△10.14) (84,635) (3.60) (△7.86)
 

(注) １ 諸数値はセグメント間の内部取引相殺後の金額であります。

２  「元受正味保険料（含む収入積立保険料）」とは、元受保険料から元受解約返戻金および元受その他返戻金

を控除したものであります。（積立型保険の積立保険料を含みます。）

 

イ．正味収入保険料

区分

前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

火災 345,904 15.87 31.80 290,332 14.05 △16.07

海上 82,951 3.81 40.16 64,106 3.10 △22.72

傷害 148,792 6.83 0.68 139,203 6.74 △6.44

自動車 934,449 42.87 1.05 895,916 43.37 △4.12

自動車損害賠償責任 223,827 10.27 1.84 207,430 10.04 △7.33

その他 443,770 20.36 62.90 468,830 22.69 5.65

合計 2,179,697 100.00 15.55 2,065,819 100.00 △5.22
 

(注) 諸数値はセグメント間の内部取引相殺後の金額であります。

 

ウ．正味支払保険金

区分

前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

金額
（百万円）

構成比
（％）

対前年増減
(△)率(％)

火災 240,013 19.18 37.88 283,879 22.11 18.28

海上 41,152 3.29 41.26 34,854 2.71 △15.30

傷害 75,290 6.02 2.00 71,790 5.59 △4.65

自動車 504,376 40.31 7.16 501,228 39.04 △0.62

自動車損害賠償責任 164,350 13.14 △4.27 158,995 12.38 △3.26

その他 225,998 18.06 74.90 233,073 18.15 3.13

合計 1,251,181 100.00 19.32 1,283,821 100.00 2.61
 

(注) 諸数値はセグメント間の内部取引相殺後の金額であります。
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② 財政状態および経営成績の状況に関する分析・検討内容

■ 当社グループの経営成績の状況に関する認識および分析・検討内容は、次のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米中間の通商問題などにより成長に対する不確実性が高ま

りましたが、アメリカの景気が好調に推移し、全体として緩やかな回復が続きました。わが国経済は、企業の

生産・設備投資の増加や雇用情勢の改善に伴う個人消費の持ち直しが継続しており、緩やかな回復が続きまし

た。

このような経営環境のもと、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は次のとおりとなりま

した。

経常収益は、保険引受収益が２兆4,359億円、資産運用収益が1,803億円、その他経常収益が1,082億円となっ

た結果、前年同四半期連結累計期間に比べて1,319億円減少して２兆7,245億円となりました。一方、経常費用

は、保険引受費用が２兆377億円、資産運用費用が209億円、営業費及び一般管理費が4,062億円、その他経常費

用が961億円となった結果、前年同四半期連結累計期間に比べて1,878億円減少して２兆5,611億円となりまし

た。

以上の結果、経常収益から経常費用を差し引いた経常損益は、前年同四半期連結累計期間に比べて559億円増

加して1,633億円の経常利益となりました。

経常利益に特別利益、特別損失、法人税等などを加減した親会社株主に帰属する四半期純損益は、前年同四

半期連結累計期間に比べて188億円減少して1,184億円の純利益となりました。

当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因として、前年同四半期連結累計期間における海外連結子

会社の組織再編に伴う子会社清算益や税金費用の減少の影響の反動などにより、前年同四半期連結累計期間に

比べて減益となりました。

 

■ 当社グループの財政状態の状況に関する認識および分析・検討内容は、次のとおりであります。

[資産の部]

当第３四半期連結会計期間の資産の部合計は、有価証券などが減少した一方で、その他資産などの増加によ

り、前連結会計年度に比べて215億円増加し、11兆9,699億円となりました。

 

[負債の部]

当第３四半期連結会計期間の負債の部合計は、債券貸借取引受入担保金の増加などにより、前連結会計年度

に比べて2,085億円増加し、10兆2,406億円となりました。

 

[純資産の部]

当第３四半期連結会計期間の純資産の部合計は、その他有価証券評価差額金の減少などにより、前連結会計

年度に比べて1,869億円減少し、１兆7,292億円となりました。

 

■ 報告セグメントごとの経営成績の状況に関する認識および分析・検討内容は、次のとおりであります。

[国内損害保険事業]

正味収入保険料は、自動車損害賠償責任保険などの減収により、前年同四半期連結累計期間に比べて214億円

減少し、１兆6,544億円となりました。親会社株主に帰属する四半期純損益は、保険引受利益が減少したことな

どにより、前年同四半期連結累計期間に比べて66億円減少し、1,081億円の純利益となりました。

 

[国内生命保険事業]

生命保険料は、保有契約の増加などにより、前年同四半期連結累計期間に比べて16億円増加し、2,513億円と

なりました。親会社株主に帰属する四半期純損益は、責任準備金等繰入額の減少などにより、前年同四半期連

結累計期間に比べて55億円増加し、129億円の純利益となりました。

　

[介護・ヘルスケア事業]

経常収益は、前年同四半期連結累計期間に比べて５億円減少し、947億円となりました。親会社株主に帰属す

る四半期純損益は、前年同四半期連結累計期間に比べて19億円増加し、１億円の純損失となりました。
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[海外保険事業]

正味収入保険料は、2018年３月にCanopius AGの株式を譲渡してCanopius AGおよびその傘下会社を連結の範

囲から除外したことなどの影響により、前年同四半期連結累計期間に比べて923億円減少し、4,113億円となり

ました。親会社株主に帰属する四半期純損益は、前年同四半期連結累計期間における連結子会社の組織再編に

伴う子会社清算益や税金費用の減少の影響の反動などにより、前年同四半期連結累計期間に比べて186億円減少

し、24億円の純損失となりました。

 

(2) 経営方針、経営戦略及び対処すべき課題等

当第３四半期連結累計期間において、「経営方針、経営戦略および対処すべき課題等」に重要な変更および新た

に生じた事項はありません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(4) 従業員数

① 連結会社の状況

当第３四半期連結累計期間において、「介護・ヘルスケア事業」に区分されておりましたＳＯＭＰＯリスケア

マネジメント株式会社は「ヘルスケア事業」を分割し、商号をＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社とすると

ともに、「リスクマネジメント事業（その他）」を営むことになったこと等により、「その他」の従業員数が322

名増加し、1,119名となっております。

なお、従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへ

の出向者を含む就業人員数であります。

 

② 提出会社の状況

当第３四半期累計期間において、従業員数に著しい変動はありません。

 
(5) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの主要な設備に著しい変動があったものは以下のとおりであ

ります。

① 提出会社

主要な設備に著しい変動はありません。

 

② 国内子会社

主要な設備に著しい変動があったものは、次のとおりであります。

a）いずれも当社の国内子会社であるＳＯＭＰＯケア株式会社とＳＯＭＰＯケアネクスト株式会社は合併し、

ＳＯＭＰＯケア株式会社はＳＯＭＰＯケアネクスト株式会社のすべての設備を承継しております。

 （2018年12月31日現在）

会社名
店名
(所在地)

セグメントの
名称

帳簿価額(百万円)
従業員数
(人)土地

(面積㎡)
建物 動産

リース
資産

ＳＯＭＰＯケア
株式会社
他グループ５社

本店
(東京都品川区）

介護・ヘル
スケア事業

4,641
(17,106.33)

13,118 824 52,252 　11,270

 

 　 (注) 上記はすべて営業用設備であります。
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 b）当社の国内子会社であるＳＯＭＰＯケア株式会社は、次の不動産信託受益権について信託財産を自ら

所有するものとして計上しております。

 （2018年12月31日現在）

会社名 設備名
セグメントの
名称

帳簿価額(百万円)

土地
(面積㎡)

建物
(面積㎡)

ＳＯＭＰＯケア
株式会社
他グループ５社

ＳＯＭＰＯケア
ラヴィーレ 鷺ノ宮
 (東京都練馬区）

介護・ヘルスケア
事業

2,317
（2,360.80)

565
(4,698.07)

 

  　(注) 上記はすべて営業用設備であります。

 

③ 在外子会社

主要な設備に著しい変動はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、「経営上の重要な契約等」に決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,200,000,000

計 1,200,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2018年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2019年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 373,330,489 373,330,489
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株で
あります。

計 373,330,489 373,330,489 － －
 

(注)１ 提出日現在発行数には、2019年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使が自己株式

　　　　数を超えて行われたことにより発行された株式数は含まれておりません。

２　2018年11月30日付で自己株式の消却（42,021,805株）を行ったことにより、第３四半期会計期間末現在発行

数および提出日現在発行数は減少しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2018年11月30日
(注)

△42,021 373,330 － 100,045 － 25,045
 

(注) 自己株式の消却による減少であります。

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

（2018年12月31日現在）

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 355,200
 

(相互保有株式)
普通株式 1,800
 

－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

371,729,600
 

3,717,296 －

単元未満株式
普通株式

1,243,889
 

－
１単元（100株）未満の株式で
あります。

発行済株式総数 373,330,489 － －

総株主の議決権 － 3,717,296 －
 

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権10

個）、「株式給付信託（ＢＢＴ）」制度に関してみずほ信託銀行株式会社（再信託受託者：資産管理サービ

ス信託銀行株式会社（信託Ｅ口））が所有する当社株式550,100株（議決権5,501個）が含まれております。

なお、当該議決権の数5,501個は、議決権不行使となっております。

２ 「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式1株、株式会社証券保管振替機構名義の株式76株お

よび相互保有株式（大昌産業株式会社）63株が含まれております。

３　2018年11月30日付で自己株式の消却（42,021,805株）を行ったことにより、当第３四半期会計期間末の発行

済株式総数は減少しております。

 

② 【自己株式等】

（2018年12月31日現在）

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ＳＯＭＰＯホールディングス
株式会社

東京都新宿区西新宿
一丁目26－１

 355,200 －  355,200  0.10

(相互保有株式)
大昌産業株式会社

大阪府大阪市西区江戸堀
二丁目６－33

 1,800 －  1,800  0.00

計 －  357,000 －  357,000  0.10
 

(注)１ 「株式給付信託（ＢＢＴ）」制度のために設定したみずほ信託銀行株式会社（再信託受託者：資産管理サー

ビス信託銀行株式会社（信託Ｅ口））が所有する当社株式550,100株は、上記の自己株式数には含まれてお

りません。

 ２　2018年11月30日付で自己株式の消却（42,021,805株）を行ったことにより、当第３四半期会計期間末の自己

保有株式数は減少しております。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）ならびに同規則第61条および第82条の規定に基づき「保険業法施行規則」（平成８年大蔵省令第５号）

に準拠して作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（自  2018年10月１日  至

  2018年12月31日）および第３四半期連結累計期間（自  2018年４月１日  至  2018年12月31日）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、従来、当社が監査証明を受けている新日本有限責任監査法人は、2018年７月１日に名称を変更し、EY新日本

有限責任監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部   

 現金及び預貯金 894,437 916,721

 買現先勘定 74,998 44,999

 買入金銭債権 6,727 9,961

 金銭の信託 98,744 53,116

 有価証券 8,275,132 8,063,155

 貸付金 668,419 696,645

 有形固定資産 354,593 356,734

 無形固定資産 402,839 406,348

 その他資産 1,155,305 1,406,150

 退職給付に係る資産 1,062 1,119

 繰延税金資産 22,312 21,811

 貸倒引当金 △6,249 △6,846

 資産の部合計 11,948,323 11,969,919

負債の部   

 保険契約準備金 8,277,130 8,315,948

  支払備金 1,563,825 1,590,785

  責任準備金等 6,713,304 6,725,163

 社債 512,045 512,233

 その他負債 939,362 1,190,668

 退職給付に係る負債 102,992 108,330

 役員退職慰労引当金 40 45

 賞与引当金 31,731 13,707

 役員賞与引当金 290 －

 株式給付引当金 937 1,347

 特別法上の準備金 86,095 89,619

  価格変動準備金 86,095 89,619

 繰延税金負債 81,487 8,745

 負債の部合計 10,032,113 10,240,645

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,045 100,045

  資本剰余金 408,335 244,175

  利益剰余金 603,615 684,486

  自己株式 △128,182 △2,906

  株主資本合計 983,814 1,025,801

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 922,425 716,810

  繰延ヘッジ損益 7,050 6,210

  為替換算調整勘定 △22,317 △41,820

  退職給付に係る調整累計額 △3,205 △2,783

  その他の包括利益累計額合計 903,954 678,416

 新株予約権 749 639

 非支配株主持分 27,692 24,416

 純資産の部合計 1,916,210 1,729,273

負債及び純資産の部合計 11,948,323 11,969,919
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

経常収益 2,856,457 2,724,530

 保険引受収益 2,562,331 2,435,916

  （うち正味収入保険料） 2,179,697 2,065,819

  （うち収入積立保険料） 91,859 84,635

  （うち積立保険料等運用益） 29,815 27,982

  （うち生命保険料） 253,815 254,523

 資産運用収益 187,680 180,347

  （うち利息及び配当金収入） 139,749 143,821

  （うち金銭の信託運用益） 4,990 4,611

  （うち売買目的有価証券運用益） 10,194 362

  （うち有価証券売却益） 54,850 54,592

  （うち積立保険料等運用益振替） △29,815 △27,982

 その他経常収益 106,445 108,266

経常費用 2,748,994 2,561,134

 保険引受費用 2,181,232 2,037,798

  （うち正味支払保険金） 1,251,181 1,283,821

  （うち損害調査費） 104,328 99,182

  （うち諸手数料及び集金費） 382,575 378,433

  （うち満期返戻金） 168,911 152,248

  （うち生命保険金等） 66,373 66,676

  （うち支払備金繰入額） 88,626 28,160

  （うち責任準備金等繰入額） 115,808 22,246

 資産運用費用 19,065 20,988

  （うち金銭の信託運用損） 131 988

  （うち有価証券売却損） 3,268 8,218

  （うち有価証券評価損） 1,457 7,341

 営業費及び一般管理費 457,631 406,214

 その他経常費用 91,065 96,133

  （うち支払利息） 11,015 10,547

経常利益 107,463 163,396

特別利益 26,924 273

 固定資産処分益 946 273

 その他特別利益 ※1  25,978 －

特別損失 21,463 5,308

 固定資産処分損 1,095 857

 減損損失 11,132 －

 特別法上の準備金繰入額 9,216 3,523

  価格変動準備金繰入額 9,216 3,523

 不動産圧縮損 18 －

 その他特別損失 － 926

税金等調整前四半期純利益 112,924 158,362

法人税等 △20,798 42,048

四半期純利益 133,722 116,313

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,517 △2,120

親会社株主に帰属する四半期純利益 137,239 118,433
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

四半期純利益 133,722 116,313

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 227,179 △202,216

 繰延ヘッジ損益 △3,341 △840

 為替換算調整勘定 △44,078 △19,573

 退職給付に係る調整額 2,027 421

 持分法適用会社に対する持分相当額 44 △117

 その他の包括利益合計 181,831 △222,326

四半期包括利益 315,553 △106,013

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 318,658 △103,574

 非支配株主に係る四半期包括利益 △3,104 △2,438
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

 
連結の範囲の重要な変更

ＳＯＭＰＯケアネクスト株式会社は、2018年７月１日付でＳＯＭＰＯケア株式会社と合併し消滅しております。な

お、ＳＯＭＰＯケア株式会社は、ＳＯＭＰＯケアメッセージ株式会社が2018年４月１日付で、社名変更したもので

あります。

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメント株式会社（2018年10月１日付でＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社に社名変

更）は、2018年10月１日付でヘルスケア事業を分割し、ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社を新設しております。

これにより、ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社を当第３四半期連結会計期間から連結の範囲に含めております。

 
 

（会計方針の変更）

 
米国会計基準を採用している海外連結子会社において、米国財務会計基準審議会会計基準アップデート（ASU）第

2016-01号「金融資産および金融負債の認識および測定」（以下「ASU 2016-01」という。）を第１四半期連結会計

期間から早期適用しております。

ASU 2016-01では、連結子会社および持分法適用会社への投資を除く持分投資（以下「当該持分投資」という。）は

原則として公正価値で評価し、その変動を純損益として認識することが求められております。これを踏まえて、従

来、当該海外連結子会社においてその他有価証券に区分していた当該持分投資を、第１四半期連結会計期間より売

買目的有価証券に変更するとともに、連結包括利益計算書に計上していた当該持分投資に係る評価差額金の変動額

を、連結損益計算書に計上する方法に変更しております。

また、前連結会計年度末の当該持分投資に係るその他有価証券評価差額金を第１四半期連結会計期間の期首時点の

利益剰余金に振り替えております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、利益剰余金が3,529百万円増加するとともに、その他有価証券

評価差額金が同額減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の経常利益および税金等調整前四半期純利

益に与える影響は軽微であります。

 
 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 
税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当

該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する

方法によっております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

 
 １ 連結会社以外の会社の保険引受に関する債務に対して、次のとおり債務保証を行っております。

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2018年12月31日）

Canopius Reinsurance AG 25,102 10,073
 

 
 
（四半期連結損益計算書関係）

 
※１ その他特別利益は次のとおりであります。

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

子会社清算益

新株予約権戻入益
25,927
50

－
－

 

 
 
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 
当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）およびのれんの償却額は、次のとおり

であります。

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

減価償却費 60,963 34,231

のれんの償却額 19,306 18,288
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（株主資本等関係）

　

前第３四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年12月31日）

 

１ 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月26日
定時株主総会

普通株式 19,700 50 2017年３月31日 2017年６月27日 利益剰余金

2017年11月17日
取締役会

普通株式 21,326 55 2017年９月30日 2017年12月５日 利益剰余金
 

(注) １ 2017年６月26日定時株主総会決議による「配当金の総額」には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株

式に対する配当金30百万円が含まれております。

２ 2017年11月17日取締役会決議による「配当金の総額」には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式に

対する配当金32百万円が含まれております。

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

 

１ 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月25日
定時株主総会

普通株式 20,964 55 2018年３月31日 2018年６月26日 利益剰余金

2018年11月19日
取締役会

普通株式 24,243 65 2018年９月30日 2018年12月４日 利益剰余金
 

(注) １ 2018年６月25日定時株主総会決議による「配当金の総額」には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株

式に対する配当金32百万円が含まれております。

２ 2018年11月19日取締役会決議による「配当金の総額」には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式に

対する配当金35百万円が含まれております。

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３ 株主資本の金額の著しい変動

当社は、2018年11月19日開催の取締役会決議に基づき、2018年11月30日付で、自己株式42,021,805株の消却を実施

いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金および自己株式がそれぞれ164,112百万円

減少し、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が244,175百万円、自己株式が2,906百万円となっており

ます。
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（セグメント情報等）

 
【セグメント情報】

 
前第３四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年12月31日）

 
報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注２）
合計

調整額

（注３）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注４）

国内損害

保険事業

国内生命

保険事業

介護・ヘル

スケア事業

海外

保険事業
計

売上高（注１）          

外部顧客への売上高 1,675,954 249,728 93,412 507,829 2,526,925 6,667 2,533,592 322,864 2,856,457

セグメント間の内部

売上高または振替高
－ － 1,928 － 1,928 8,208 10,137 △10,137 －

計 1,675,954 249,728 95,341 507,829 2,528,854 14,875 2,543,729 312,727 2,856,457

セグメント利益または

損失（△）
114,753 7,359 △2,132 16,227 136,208 1,031 137,239 － 137,239

 

(注) １ 売上高は、国内損害保険事業にあっては正味収入保険料、国内生命保険事業にあっては生命保険料、海外保険事業にあっては正味

収入保険料および生命保険料、介護・ヘルスケア事業、「その他」および四半期連結損益計算書計上額にあっては経常収益の金額

を記載しております。

２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社（保険持株会社）、アセットマネジメント事業

および確定拠出年金事業であります。

３ 売上高の調整額は、正味収入保険料または生命保険料以外の国内損害保険事業、国内生命保険事業および海外保険事業に係る経常

収益322,864百万円、セグメント間取引消去△10,137百万円であります。

４ セグメント利益または損失は、四半期連結損益計算書の親会社株主に帰属する四半期純利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

 
１ 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注２）
合計

調整額

（注３）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注４）

国内損害

保険事業

国内生命

保険事業

介護・ヘル

スケア事業

海外

保険事業
計

売上高（注１）          

外部顧客への売上高 1,654,465 251,331 94,732 414,545 2,415,075 10,190 2,425,266 299,264 2,724,530

セグメント間の内部

売上高または振替高
－ － 47 － 47 11,924 11,972 △11,972 －

計 1,654,465 251,331 94,779 414,545 2,415,122 22,115 2,437,238 287,292 2,724,530

セグメント利益または

損失（△）
108,101 12,959 △180 △2,468 118,412 21 118,433 － 118,433

 

(注) １ 売上高は、国内損害保険事業にあっては正味収入保険料、国内生命保険事業にあっては生命保険料、海外保険事業にあっては正味

収入保険料および生命保険料、介護・ヘルスケア事業、「その他」および四半期連結損益計算書計上額にあっては経常収益の金額

を記載しております。

２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社（保険持株会社）、アセットマネジメント事

業、リスクマネジメント事業および確定拠出年金事業であります。

３ 売上高の調整額は、正味収入保険料または生命保険料以外の国内損害保険事業、国内生命保険事業および海外保険事業に係る経常

収益299,264百万円、セグメント間取引消去△11,972百万円であります。

４ セグメント利益または損失は、四半期連結損益計算書の親会社株主に帰属する四半期純利益と調整を行っております。

 
２ 報告セグメントの変更等に関する事項

「会計方針の変更」に記載のとおり、米国会計基準を採用している海外連結子会社において、米国財務会計基準審

議会会計基準アップデート（ASU）第2016-01号「金融資産および金融負債の認識および測定」を第１四半期連結会

計期間から早期適用しております。

当該変更が当第３四半期連結累計期間のセグメント利益または損失に与える影響は軽微であります。
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（有価証券関係）

 

企業集団の事業の運営において重要なものは次のとおりであります。

 

１ 満期保有目的の債券

 

前連結会計年度（2018年３月31日）

（単位：百万円）

種類 連結貸借対照表計上額 時価 差額

公社債 1,195,241 1,480,620 285,378

外国証券 4,015 4,066 50

合計 1,199,257 1,484,687 285,429
 

 

当第３四半期連結会計期間（2018年12月31日）

（単位：百万円）

種類
四半期連結貸借対照表

計上額
時価 差額

公社債 1,189,868 1,471,550 281,681

外国証券 8,944 8,790 △153

合計 1,198,812 1,480,340 281,528
 

　

２ 責任準備金対応債券

 

前連結会計年度（2018年３月31日）

（単位：百万円）

種類 連結貸借対照表計上額 時価 差額

公社債 267,978 290,029 22,051

合計 267,978 290,029 22,051
 

 

当第３四半期連結会計期間（2018年12月31日）

（単位：百万円）

種類
四半期連結貸借対照表

計上額
時価 差額

公社債 346,580 371,376 24,795

合計 346,580 371,376 24,795
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３ その他有価証券

 

前連結会計年度（2018年３月31日）

（単位：百万円）

種類 取得原価 連結貸借対照表計上額 差額

公社債 1,963,520 2,147,833 184,312

株式 592,116 1,588,589 996,473

外国証券 2,648,568 2,726,452 77,884

その他 61,487 67,581 6,094

合計 5,265,692 6,530,456 1,264,764
 

(注) １ 時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含まれておりません。

２ 連結貸借対照表において現金及び預貯金として処理している譲渡性預金ならびに買入金銭債権として処

理している貸付債権信託受益権等を「その他」に含めて記載しております。

３ その他有価証券（時価を把握することが極めて困難と認められるものを除く。）について1,627百万円

（すべて外国証券）減損処理を行っております。

なお、有価証券の減損にあたっては、原則として、期末日の時価が取得原価に比べて30％以上下落した

ものを対象としております。

 

当第３四半期連結会計期間（2018年12月31日）

（単位：百万円）

種類 取得原価
四半期連結貸借対照表

計上額
差額

公社債 1,988,002 2,167,162 179,160

株式 558,892 1,306,160 747,268

外国証券 2,631,333 2,691,204 59,870

その他 63,189 67,718 4,529

合計 5,241,418 6,232,246 990,828
 

(注) １ 時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含まれておりません。

２ 四半期連結貸借対照表において現金及び預貯金として処理している譲渡性預金ならびに買入金銭債権と

して処理している貸付債権信託受益権等を「その他」に含めて記載しております。

３ その他有価証券（時価を把握することが極めて困難と認められるものを除く。）について5,274百万円

（うち、株式4,789百万円、外国証券484百万円）減損処理を行っております。

なお、有価証券の減損にあたっては、原則として、四半期決算日の時価が取得原価に比べて30％以上下

落したものを対象としております。
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（デリバティブ取引関係）

 

企業集団の事業の運営において重要なものは次のとおりであります。

 

前連結会計年度（2018年３月31日）

（単位：百万円）

対象物の種類 取引の種類 契約額等 時価 評価損益

通貨 為替予約取引 43,170 548 548

 通貨オプション取引    

 売建 26,715 △16 193

 買建 65,015 111 △170

金利 金利先物取引    

 売建 1,412 6 6

 買建 25,244 △17 △17

 金利スワップ取引    

 受取変動・支払固定 2,415 △18 △18

株式 株価指数先物取引    

 売建 5,016 △5 △5

債券 債券先渡取引    

 売建 10,667 △10,922 △27

 買建 22,939 23,514 11

その他 クレジットデリバティブ取引    

 売建 305 21 21

 天候デリバティブ取引    

 売建 31,705 △4,378 1,377

 買建 16,858 6,241 △609

 地震デリバティブ取引    

 売建 12,493 △3 311

 買建 11,243 19 △256

 
インダストリー・ロス・ワラン

ティ取引
   

 買建 － 0 0

 
ロス・ディベロップメント・カ

バー取引
   

 売建 2,735 △205 △205

 パンデミックデリバティブ取引    

 売建 1,062 △170 66

 買建 743 15 △40

合計 ―― 14,742 1,186
 

(注) ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引については、記載の対象から除いております。
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当第３四半期連結会計期間（2018年12月31日）

（単位：百万円）

対象物の種類 取引の種類 契約額等 時価 評価損益

通貨 為替予約取引 46,433 791 791

 通貨オプション取引    

 売建 80,960 △70 251

 買建 73,100 310 20

 通貨スワップ取引 26,151 △5,629 △5,629

金利 金利先物取引    

 売建 4,168 44 44

 買建 67,733 △127 △127

 金利スワップ取引    

 受取変動・支払固定 4,157 181 181

株式 株価指数先物取引    

 売建 19,568 1,108 1,108

債券 債券先渡取引    

 売建 5,315 △5,350 16

 買建 11,822 11,898 △53

その他 クレジットデリバティブ取引    

 売建 374 △1 △1

 天候デリバティブ取引    

 売建 26,412 △4,849 750

 買建 14,398 7,660 △374

 地震デリバティブ取引    

 売建 34,943 △11 656

 買建 31,439 15 △452

 
インダストリー・ロス・ワラン

ティ取引
   

 買建 － 5 5

 
ロス・ディベロップメント・カ
バー取引

   

 売建 2,747 △146 △146

 パンデミックデリバティブ取引    

 売建 1,110 △119 117

 買建 777 29 △24

合計 ―― 5,739 △2,866
 

(注) ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引については、記載の対象から除いております。
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（１株当たり情報）

 

１株当たり四半期純利益および算定上の基礎ならびに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日
至 2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

(1) １株当たり四半期純利益 352円85銭 316円46銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益
（百万円）

137,239 118,433

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益（百万円）

137,239 118,433

普通株式の期中平均株式数（千株） 388,940 374,239

(2) 潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

352円55銭 316円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額（百万円）

－ －

普通株式増加数（千株） 330 284
 

　（注） 株主資本において自己株式として計上される「株式給付信託（ＢＢＴ）」に残存する自社の株式は、１株当たり

四半期純利益および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する

自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中

平均株式数は、前第３四半期連結累計期間597千株、当第３四半期連結累計期間555千株であります。

 

（重要な後発事象）

 

該当事項はありません。

 

 
２ 【その他】

2018年11月19日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(1) 中間配当による配当金の総額‥‥‥‥‥‥‥‥24,243百万円

(2) １株当たりの金額‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥65円

(3) 支払請求の効力発生日および支払開始日‥‥‥2018年12月４日

(注) １ 2018年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行っております。

２ 配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社株式（2018年９月30日基準日：

550,100株）に対する配当金35百万円が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2019年２月14日

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小 澤 裕 治 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鴨 下 裕 嗣 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 窪 寺     信 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＯＭＰＯホー

ルディングス株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2018年10

月１日から2018年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社及び連結子会社の2018年12

月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
 

※１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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